
次代を担う中学生・高校生を海
外に派遣し、豊かな感性や創

造力豊かな青少年を育成する少年
ジェット「希望の翼」。今年も 1 月 5
日から 13 日までの 9 日間、オース
トラリアのパースで行われました。
　今回派遣されたのは、中学 1 年
生から高校 3 年生の 9 人。昨年の
11 月から 6 回、事前研修を行い、
英会話を中心に海外研修の準備を
してきました。現地では 1 人 1 世
帯、4 泊 5 日のホームスティを中心
に、アボリジニ文化体験や班別行
動などさまざまな体験を通して学
習。日本との違いを肌で感じ、形
の無いたくさんのお土産を手に入れ
て栗山に戻ってきました。

　私は「英語で会話を楽しむこと」
を目標にしました。折り紙の折り
方を伝えたいと思っていたので、日
本の折り紙を持っていきました。折
り方を英語で伝えることは難しかっ
たけれど、鶴やカエルなどを作り、
みんなで楽しむことができて良かっ
たです。笑顔で積極的にチャレンジ
することの大切さを学びました。

　私はこの少年ジェットでさまざま
なことを学び、経験しました。最初
は緊張していたホームステイもホス
トファミリーと日に日に仲良くなって
いきましたが、英語を話したいと
思っても、わからなくて悔しい思い
もしました。うれしいことも悔しい
ことも経験でき、とても良い勉強に
なりました。

栗山中学校（２年）　辻 萌
も え か

花 栗山中学校（３年）　大野 美
み お

桜

　少年ジェットに参加できたこと
で、たくさんのことを学ぶことがで
きました。オーストラリアの人はフ
レンドリーで、ホストファミリーにも
親切にしてもらいました。私が単語
だけで伝える英語を目を見て理解
しようとしてくれました。今回のこ
とを将来に生かして、少年ジェット
に関わる人に恩返しがしたいです。

岩見沢農業高校（１年）　藤井 愛
あ ゆ り

百合

　少年ジェットに参加することが
できて本当に良かったです。一番
不安で一番楽しみだったホームス
テイでは、英会話の楽しさや難
しさ、自分の習慣や当たり前だと
思っていたことをあらためて実感
できて貴重な体験ができました。
ホストファミリーには感謝しても
しきれないくらいです。

岩見沢緑陵高校（３年）　古田 凛
り ん か

花

　私は少年ジェットで初めて外国に
行き、ホームステイを体験しまし
た。日本を離れるだけで不安で、
ホームステイまでできるか心配でし
たが、ホストファミリーの人たちは
みんな優しくて英語が話せなくても
一生懸命聞いてくれました。とても
楽しく充実し、たくさんのことを経
験できた貴重な時間になりました。

栗山高校（２年）　山田 梓
あずさ

岩見沢東高校（２年）　藤澤 亮
りょうすけ

介 栗山高校（３年）　丸山 知
ち さ と

里

　私が少年ジェットでさまざまな
ことを学びました。ホームステイ
ができるか不安いっぱいでした。
最初はステイ先での英語のスピー
ドについていけませんでしたが、
聞き取れるようになってからは、
会話の中で文化の違いを学ぶこと
ができました。これを機にまだま
だ成長していきたいです。

　今回の研修で、私は貴重な経験
をすることができました。言葉の通
じない国でのコミュニケーションは
やはり大変で、初日に買い物するこ
とに苦労していた自分が、最終日に
は現地の人に栗山町の説明ができ
ていて、成長しているのを感じまし
た。行く前と同様に、もっとうまく
英語を話せるようになりたいです。

　私はこの研修で自分の目的にして
いたことが達成できたと思います。
アボリジニ文化をキングスパークで
学び、環境や生活習慣はホームス
テイ先で学びました。最初は全然コ
ミュニケーションが取れなかったの
ですが、だんだんとコミュニケーショ
ンをとることができました。この９
日間はすごく楽しかったです。

栗山中学校（1 年）　佐藤 小
こ ゆ き

雪

1 月 6 日㈮　パース着→市内観光
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岩見沢緑陵高校（１年）　後藤 あみ

　今回、ホームステイをして、ホス
トファミリーとたくさん話すことが
できました。ホストファミリーはと
ても優しい人たちで、英語が話せ
ない私の伝えようとしていることを
何度も理解しようとしてくれました。
きちんと伝わったときはうれしかっ
たです。英語を話せるようになりた
いと思いました。

1 月 5 日㈭　出発式

1 月 7 日㈯　英会話学習で準備万端

1 月 8 日㈰　ホストファミリーと交流1 月 9 日㈪　現地の動物との触れ合い1 月 10 日㈫　シュノーケル体験

1 月 11 日㈬　シナジーパークでランチ

1 月 12 日㈭　パース市内研修

1 月 13 日㈮　帰国・解散式

青少年海外派遣事業



　　

株
式
会
社
横
山
工
業
が
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
１
月
14
日
、
栗
山
小
学
校

で
雪
山
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
大
型
の
重
機
を
使
用

し
、
お
よ
そ
2
時
間
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

高
さ
3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
山
を
作
り

あ
げ
ま
し
た
。
横
山
社
長
は
「
子
ど
も

た
ち
に
ス
キ
ー
授
業
や
雪
山
遊
び
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
お
世
話
に

な
っ
た
町
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
で
き

る
限
り
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
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受
験
生
の
必
勝
を
祈
る
「
合
格
祈
願

祭
」
が
元
日
、
初
詣
客
で
に
ぎ
わ
う
栗

山
天
満
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
受
験
を
控
え
る
39
人
。
参
加
者

は
神
殿
に
玉
串
を
捧
げ
、
学
問
の
神
様

と
い
わ
れ
る
菅
原
道
真
公
ゆ
か
り
の

「
梅
茶
」で
体
を
温
め
ま
し
た
。そ
の
後
、

栄
養
ド
リ
ン
ク
や
き
び
だ
ん
ご
な
ど
が

手
渡
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
絵
馬
に
志
望

校
合
格
の
決
意
な
ど
を
書
き
込
み
、
願

い
を
込
め
て
奉
納
。
ま
た
、
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
栗
山
英
樹
監

督
が
「
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
、
自

分
の
力
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
受
験
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

新
年
恒
例
の
角
田
獅
子
舞
保
存
会
に

よ
る
「
か
が
り
火
舞
」
が
、
元
日
の
午

前
０
時
す
ぎ
に
角
田
神
社
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
角
田
獅
子
舞
は
、
古
く
か
ら
伝

わ
る「
二
人
立
ち
獅
子
舞
」が
元
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
20
年
に
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

境
内
に
か
が
り
火
が
灯
さ
れ
、
中
国
の

諸し
ょ
か
つ
こ
う
め
い

葛
孔
明
が
猛
獣
を
使
う
難
敵
を
打
ち

破
っ
た
と
さ
れ
る
戦
い
に
由
来
す
る
と

い
う
口
上
の
後
、
酒
に
酔
い
な
が
ら
２

頭
の
獅
子
と
猩

し
ょ
う
じ
ょ
う々が

繰
り
広
げ
る
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
舞
い
が
披
露
さ
れ
、
訪

れ
た
初
詣
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
の
交
通
安
全
祈
願
式
が
1

月
12
日
、
栗
山
天
満
宮
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
天
満
宮
参
道
で
の
交
通
安
全
指
導

員
観
閲
式
の
後
、
拝
殿
内
で
関
係
者
ら

約
40
人
が
交
通
死
亡
事
故
の
な
い
1
年

に
向
け
て
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
祈
願
式
で
は
、
椿
原
紀
昭
町
長
が

「
こ
の
ま
ま
痛
ま
し
い
交
通
死
亡
事
故

が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
先
頭

に
立
っ
て
交
通
安
全
施
策
を
進
め
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
終
了
後
に
は
、
市
街
地
交

差
点
な
ど
8
カ
所
で
交
通
安
全
指
導
員

に
よ
る
年
初
め
の
街
頭
指
導
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　　

耳
よ
り
な
話
と
楽
し
い
語
ら
い
の
ゆ

う
べ
「
第
79
回
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
が

1
月
9
日
、雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
「
農
業
と
く
ら
し
・
む
ら
の
未
来
」

と
題
し
て
、
菅
野
牧
園
の
菅
野
義
樹
さ

ん
（
御
園
）
ら
3
人
が
講
演
。
新
規
就

農
者
の
菅
野
さ
ん
は
「
お
世
話
に
な
っ

た
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
必
ず
農
家
と
し

て
自
立
し
、
栗
山
の
農
業
に
貢
献
し
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

栗
山
英
樹
監
督
が
1
月
7
日
、
栗
山
い

ち
い
保
育
園
と
継
立
ま
つ
ば
保
育
園
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

使
わ
れ
た
絵
本
は
、
選
手
会
を
中
心
に

作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
。
集
ま
っ

た
園
児
は
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栗
山
監
督
か

ら
園
児
た
ち
に
絵
本
や
色
紙
な
ど
が
渡

さ
れ
、
記
念
写
真
の
撮
影
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
栗
山
監
督
は
「
良
く
寝
て
食
べ

て
運
動
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
呼
び
か

け
、
栗
山
い
ち
い
保
育
園
の
中
井
穂
乃

花
ち
ゃ
ん
は
「
監
督
の
読
み
聞
か
せ
は

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

栗
山
町
と
株
式
会
社
セ
ブ
ン
‐
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
1
月
20
日
、「
栗

山
町
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協

定
」
と
「
災
害
時
の
物
資
供
給
及
び
店

舗
営
業
の
継
続
又
は
早
期
再
開
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
協
定
に
は
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と
や
、
大

規
模
災
害
時
に
、
食
料
・
物
資
の
提
供

と
店
舗
の
早
期
再
開
を
行
う
こ
と
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で
、
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
内
竹
善
哉
さ

ん
は
「
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
ま
す
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　　

栗
山
高
校
の
生
徒
17
人
が
１
月
21

日
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」 

で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
リ
ン

グ
プ
ル
の
選
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主

催
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
障
が

い
者
自
立
作
業
所
へ
届
け
ら
れ
、
リ
ン

グ
プ
ル
は
車
い
す
に
交
換
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
で
集
め
ら
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
約
４
０
０
kg
と
リ

ン
グ
プ
ル
約
２
０
０
kg
の
選
別
を
約
３

時
間
行
い
ま
し
た
。
栗
山
高
校
２
年
の

河か
わ
ば
た鰭
拓ひ

ろ
と斗
さ
ん
は
「
地
域
の
人
と
交
流

し
な
が
ら
で
き
る
の
で
、
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
選
別

高

山
監
督
か
ら
激
励

合
格
祈
願
祭

栗

年
と
と
も
に
獅
子
が
舞
う

角
田
神
社
で
か
が
り
火
舞

新

山
監
督
が
読
み
聞
か
せ

町
内
の
保
育
園
を
訪
問

栗

業
の
未
来
を
語
る

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

農

通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て

交
通
安
全
祈
願
式

交

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雪
山
を

学
校
奉
仕
活
動

栗

全
な
暮
ら
し
に
向
け
て

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
と
協
定
締
結

安


